
平成２６年度 みえスタディ・チェック 結果のまとめ 

【中学校数学】 

各学年の平均正答率 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２６年度の全国学力・学習状況調査結果における本県の課題における改善状況 

※改善が図られた課題→青色の背景 

・問題解決の方法を数学的な表現を用いて説明すること 

※改善が図られていない課題→黄色の背景 

・関数の意味を理解すること     

 

 

【指導のポイント】 

〇事柄が成り立つかどうかを判断し、その理由を説明できるようにする。 

〇事柄が成り立つ理由を、根拠を明確にして説明できるように指導する。 

〇事柄が成り立つ理由を説明するための見通しをもつことができるように指導する。 

 

 

 

 

 

 1年 ２年 ３年 

１０月 59.9％ 45.0％ 51.3％ 

１１月 53.0％ 46.8％ 48.0％ 

２月 31.5％ 46.8％ ― 

全体の傾向 
・「数と式」および「関数」の領域で無解答率が高い。 

・記述式の問題において無解答率が高い。特に求め方の手順を説明したり事柄が成り立つ理

由を説明したりする問題において無解答率が高い。 

・2・３年生においては、平成 26年度全国学力・学習状況調査における本県の課題の改善が

図られていない。 

・２年生においては、平成 26年度全国学力・学習状況調査における本県の課題の改善が図ら

れた設問もある。 

・全学年、小問（１）の正答率は高いが、小問（２）、（３）と進むにつれ、正答率が低下して

いる。 

 



 

【問題例①】無解答率が最も低い問題 

1 年 考察の対象を明確に捉えること 

    正答率  89.5％  無解答率  0.9％（短答式） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問題例②】無解答率が最も高い問題 

 3 年 ２次方程式の解が、問題の答えに適したものかどうかを判断すること 

    正答率 25.0％  無解答率 48.0％（記述式） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【問題例③】正答率が最も高い問題 

 1 年 与えられた情報を利用して、数量を読み取ること 

正答率 92.3％ 無解答率 3.2％ （短答式） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問題例④】正答率が最も低い問題 

  1年 複雑な事象を整理して、方程式をつくること 

正答率 2.3％ 無解答率 28.0％ （短答式） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


